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通塾 非通塾 差 通塾 非通塾 差 通塾 非通塾
小学校国語 80.9 :1 一2 .9 75.9 69.6 一4 .5 一5 .0 .,
小学校算数 84.6 :・ 一5 .7 73.0 67.5 一5 .5 一11 .6 一11 .4
中学校国語 74.5 .: 一6 .2 71.9 63.2 一8 .7 一2 .6 一5 .1
中学校数学 75.8 62.5 一13 .3 74.5 54.5 一20.0 一1 .3 :1





















































非標準化係数 標準誤差 標準化係数 非標準化係数 標準誤差 標準化係数











































*従 属 変 数:89年 数 学 ス コア 、N=2089、Fニ71.134、Signf=0,000、AdjR2=0.168
*従 属 変 数:01年 数 学 ス コア 、N=1133、F=51.249、Signf=0、000、AdjR2ニ0.210
(***p<0.01、**p〈0.05、*p<0.1)
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図2中 学 生 に お け る通 塾 率 の 推 移































































学校 の成績が悪 くなったために自分か ら塾 に
やって くる子ども、Bの ように友達や先輩に誘
われて塾へやって くる子ども、Cの ように親に



































子 どもたちは進学意識 も同様に高い。なぜな ら
ば、彼 らは 「なぜ勉強しなければならないか」
ということに対する答えを塾という場を通して








と自覚 している。 しか し、彼 らの多 くは口では
「塾はいやだ」といいつつも、塾 をやめようと



































て しまった ら学力が落ちてしまうことを危惧 し
ていた り、下線部③や④のように学校の友達に






や経営者は話 していた。 したがってEが 述べる
ような学校の 「ヤツ」 とは、塾に通っていない
子 どもを指す と思われる。このように考えると、










高いAやBと いった 「進学エリー ト」 といえる
層と、彼らよりも学力や進学意識の劣るCの 「偽
































































































































の子 どもたちのなかには、「進学エ リー ト層」
といわれるAa層と、それより成績低位の 「偽
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